
1

URA主導の研究基盤エコシステムの構築と
地域ネットワークへの展開

⾦沢⼤学 
研究基盤統括本部

March. 3, 2026



2コアファシリティ 構築支援プログラムの目標と取組

北陸ファシリティ・
技術人材ネットワーク

研究設備, 人材の公開・
共有, 技術伝承, 収益化

産学官金コンソーシアム
との連携と資金運用

北陸銀行・北陸経済連合会・
本学企業協力会

自立的な機器メンテナンス

目的積立金等を
活用した多年度
繰越システム

世界水準をﾀｰｹﾞｯﾄとした
卓越技術職員

エバンジェリストの育成

金沢大学版技術評価制度・
キャリアパスの構築

産学/産産協創
オープン技術ラボ

本学と企業の技術者が
集う交流・研鑽の場

エビデンスに基づく
立案・導入・更新
システム

設備共同利用
オンラインシステムの活用

財務と連携

コアファシリティ構築のGood practiceとして実施。ノウハウを地域から全国へ共有

目標：「研究基盤統括本部」を中心とした研究設備の

全学共同利用体制への再編

特色のある7つの取組

キャリア早期・中期からの
育成を実現する環境整備

未来の金沢大学を担う
経営人材の育成

人事と連携

和田 隆志 学長
（R4.4から）



金沢大学 研究基盤統括本部

施設・共用設備・ルール・人材・データを全学一元化



2022.3 研究設備・
機器の共用推進に
向けたガイドライン
好事例として掲載

4エビデンスに基づいた大学経営戦略的研究基盤運用



設備共同利用の大幅増（料金収入20倍）と外部資金研究の利用率拡大
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5オンライン設備利用システムにより得られたデータ例



設備共同利用の大幅増（料金収入20倍）と外部資金研究の利用率拡大

6財務運⽤改⾰と持続的運営の確⽴

2022.3 研究設備・
機器の共用推進に
向けたガイドライン
好事例として掲載



7地域連携の土台の確立

福井大学●

北陸先端科学技術大学院大学●

●

石川県立大学●

● 富山県産業技術研究開発センター

● 富山大学

金沢大学

金沢医科大学

石川県工業試験場●

石川県警察科学捜査研究所●

製品評価技術基盤機構●

中小企業基盤整備機構●

中日本ハイウェイ・
エンジニアリング名古屋●

北陸ファシリティ・技術人材ネットワーク

福井県工業技術センター●

●福井県立大学

● 富山県立大学

●

地域連携の主な実績

活動により見えてきたお互いの役割

設備共同利用ネットワークから、
・国立大学 ⇒

お互いの強みを見える化して活かす
・公私立大学 ⇒主に基盤ユーザとして
・公設試  ⇒大学と相補的目的指向

他地域ネットワークから、
・他地域のGood Practiceの横展開
・各地域共通の課題の抽出

ファシリティデータベース
技術者データベース
技術職員研修
ワークショップの開催
（コロナ禍明け 2023, 2024, 2025）
地域ネットワークサミット
（ネットワーク関連系）
地方創生2.0（内閣官房）への記載

●石川高専



8研究データ基盤の制度化

⾦沢⼤学 研究データマネジメントポリシーの運⽤・改訂等タスク1

RDMに関する問い合わせ対応／相談窓⼝タスク2

オープンサイエンスシステムの管理／運⽤タスク3

DMPの提出

（研究開始） （研究中）

DMPの修正 研究データの保管 研究データの公開

（研究終了）

研究データの共有

タスク4 タスク5 タスク6 タスク7 タスク8 タスク9

オープンサイエンスシステム(OSS)
（研究データマネジメントプラン（DMP）の適切な 管理 → 利活⽤ → 公開）

研究データ
マネジメント

統括部⾨

研究基盤統括本部（本部⻑︓学⻑補佐（研究⼒強化担当））

研究担当理事

研究データマネジメント体制の設計及び運⽤・管理202
5
新設 三位⼀体

実効的ルール
GakuNIN RDM
ワンストップシステム(OSS)

研究推進部
学術メデイア
創成センター 学術情報課

研究推進部
学術情報課

ＤＭＰの保管 サーバ利⽤申
請受理／保管

研究データ
格納サーバの
メンテナンス

データ
分譲委員会

データ公開に
向けた点検

データ公開
オープン
アクセス



9研究データ基盤構築を全国展開

●東北大学

●横浜国立大学
●工学院大学
●三重大学
●広島大学

●信州大学
●岡山大学

●

公立小松大学●

●

金沢工業大学●
石川県立大学●

北陸呼吸器内科
医療推進機構●

金沢大学
●北陸大学

★

金沢医科大学

北陸先端科学技術●
大学院大学

他地区の研究データ基盤コンソーシアム
とも連携

●

福井大学

国立情報学研究所との連携協定
セミナーの開催 （先進的ルール等の紹介）
個別のポリシー策定支援
OSSの導入等支援
Webサイトの運営、資料提供等

富山県立大学



10リカレント教育プログラムの実施

コアファシリティによる社会⼈教育

学外の北陸ファシリティネットワークの講師/共同利⽤設備

富⼭県⽴⼤学 ⼤坂先⽣ 質量分析計マッピング

⽯川県⼯業試験場 笹⽊先⽣ 質量分析 匂い成分

2023年度
第１期修了⽣２名を
技術員として雇⽤

2025年度
職業実践⼒育成プログラム
（BP）認定



11高度技術職員認定制度と人材育成プログラムによる

研究支援の可視化と活発化

エバンジェリスト

世界トップレベル
のスキル保有者

マイスター

技術伝承を行う
熟練職員高度技術専門職員

１級

２級

３級

学内専門分野を牽引する技術を持つ者

・研究支援にあたる技術職員を対象
・認定理由を明示
・部門を超えた情報共有→協力関係
・新たなキャリアパスを提示
・技術者からの事業提案学長・理事

技術職員

部門長

総合技術部

技術的業績・貢
献

認定

（一次評価）

人事部局と連携

技術人材育成プログラム

技術
職員

主任
技術
職員

技術
専門
職員

技術
専門
員

産学ｵｰﾌﾟﾝ

技術ﾗﾎﾞ

技術研鑽

会発表会

高度職認

定制度 等

学内競争的

資金/若手･

中堅支援

初任者

スタート
アップ研修

高度技術職員認定制度



12産学・地域連携の拡充と研究基盤エコシステムの形成

設備と技術⼈材の
データベースを
北陸地区15機関で
作成
地域に向けて
設備・技術⼈材
情報公開

アンダーワンルーフの産学連携棟

経済団体向けの⾒学会



金沢大学の改革と挑戦:
オール金沢大学で「未来知」により社会に貢献する

Ø研究基盤統括本部による研究基盤の総合マネジメント
• 戦略的な設備導入・更新システム
• 設備利用ユニット/受託サービス
• 自立的運営を支援する資金運用システム
• 事務組織の確立

Ø北陸ファシリティ・技術人材ネットワークの組織化
• 本学をHUBとした北陸における拠点形成

Ø総合技術部の設置と実質化
• 総合技術部の実質化と組織運営
• 共用事業を支える支援人材育成の仕組み整備

Ø全国と将来への展開
• 学外利用の効率的な仕組みの整備
• 研究データの管理・共有・公開基盤の構築


